


chainsawacademy.husqvarna.com © 2019 Husqvarna Chainsaw Academy | ページ 2

チェンソーを使用する作業には、簡単な
手順と複雑な手順の両方を伴うさまざ

まな作業状況があります。チェンソーは非常
に便利な道具ですが、適切に使用しないと
危険な場合もあります。事故や不要な負荷
を避けるために、正しい作業技術、可能な
限り安全性の高い装備、安全機能を備え
た最新のチェンソーを使用してください。
安全なチェンソーの取り扱い方法を習
得してください。 
チェンソーの使用と安全に関する講習会を実施してい
る企業や組織があります。国の規則を確認してください。

一人で練習すると危険な場合があります。
また、間違った技術を覚えると、事故の危
険が高くなります。

概要
チェンソーを使用する作業に関 
する基本規則

1

親指で握ります チェンソーの両ハンドルをしっかりと握
り続けてください。親指と他の指でハンドルの周りを包む
ように握る必要があります。キックバック発生時の力を
軽減するために、左手の親指をフロントハンドルの下に
保持することが非常に重要です。

2

身体に近づけて持ちます チェンソーを怖がらないでく
ださい。身体に近づけて持つと、バランスが良くなり、チ
ェンソーを重く感じなくなります。

3

バランスを取ります 足を開いて立ちます。可能な限り
最適なバランスを得るには、左足を右足より少し前に出
します。

4

膝を曲げます 背中に負担をかけないようにします。背
中を曲げた状態で作業しないでください。低い位置で作
業する場合は、代わりに膝を曲げてください。

5

移動／運搬の方法 別の場所に移動するときは、チェン
を回転させないでください。数歩でも移動する場合は、チ
ェンブレーキをかけるか、エンジンを停止してください。長
い距離を移動する場合は、または運搬する場合は、バー
カバーを取り付ける必要があります。

チェンソーの安全に関する
基本事項
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安全距離を取ります チェンソーで作業する際は、作業
者の3～5メートル以内に誰もいないことを確認してくだ
さい。伐倒中の安全距離より広く（伐倒木樹高の 2 倍
以上の）安全距離を取る必要があります。（国内の法令
に従ってください。）

1 人で作業しない

作業者が2人以上いれば、何かが起こった場合に互い
に助け合うことができます。 

•	 1人で作業する必要がある場合は、必ず次のことを
行ってください。

•	 日中の作業場所を誰かに伝えます。連絡先担当者（
指定された人）にルートと現在地（GPS 座標など）を
伝えます。

•	 常に携帯電話や通信無線機を携帯し、定期的（少
なくとも3時間ごと）に連絡先担当者に連絡します。

•	 必ず森林内に輸送車両を置き、すぐに作業地域を
離れられるように常に車両を駐車しておきます。その
他すべての安全手順に従って行動する必要があり
ます。

キックバックに注意する

キックバックゾーンはガイドバーの先端上部です（図の
赤い部分）。ガイドバーのこの部分で切削すると、キック
バックが起こる危険性が非常に高くなります。チェンの
刃先が木に食い付いて、回転しているチェンの力によっ

てチェンソーおよびガイドバーの先端が後方および上
方に飛ばされます。キックバックは非常に危険です。次
のことを理解しておく必要があります。

•	 チェンソーを慎重に取り扱わないと、ほとんどの作業
の中でキックバックが発生するおそれがあります。こ
のため、正しいチェンソー技術を習得して使用するこ
とが非常に重要です。

•	 必ず適切に機能しているチェンブレーキを備えたチェ
ンソーを使用してください。

•	 親指と他の指でハンドルの周りを包むように握る必
要があります。キックバックが発生した場合にチェン
ソーを保持できるように、チェンソーの使用中は常に
左親指をフロントハンドルの下に置いてください。

伐倒準備時のキックバックの危険
伐倒前に剪定する際や伐倒の妨げとなる低木や低い
位置の枝を切り落とす際に、キックバックが起こる危険
があります。剪定する際には、下刃で（ガイドバーの下側
を使用して）切断します。肩より高い位置でチェンソーを
使用しないでください

伐倒時や玉切り時のキックバックの危険
伐倒や玉切りの際は、ガイドバーを幹に入れて突っ込み
切りをする場合があります。ガイドバーのキックバックゾー
ンを幹に直接向けて、注意を払わずに切削すると、キッ
クバックの危険があります。ガイドバーの先端を木に直
接当てないようにするだけで、大きなキックバックの危険
を回避することができます。ただし、突っ込み切りでは、ガ
イドバーの先端で切削する必要があります。この方法を
使用する場合は、適切かつ安全に実行する方法を理解
しておく必要があります。 突っ込み切り技術の詳細に
ついては、chainsawacademy.husqvarna.com を参照してく
ださい。
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枝払い時のキックバックの危険

枝払いの際は、注意事項に従ってください。ガイドバー
の先端が、下にある丸太、切り株、隠れた枝、丸太の端
にぶつかり、キックバックが起こるおそれがあります。 枝
払いの詳細については、chainsawacademy.husqvarna.
com を参照してください。

概要
チェンソーの安全要件
安全な作業環境を実現するには、最新のチェンソーが
次の安全機能を備えている必要があります。チェンソー
の安全機能を定期的に点検し、チェンが鋭利で適切に
目立てされていることを必ず確認してください。安全機能
が正しく機能しない場合は、最寄りの販売店またはチェ
ンソー修理店にお問い合わせください。

これらの機能のいずれかがない場合、また
は機能しない場合は、チェンソーを使用し
ないでください。

1.ハンドガードとチェンブレーキ
チェンブレーキは2通りの方法で作動するように設計され
ています。チェンソーが Husqvarna TrioBrake（トリオブレー
キ）™ を装備している場合は3通りの方法で作動します。

2.スロットルロック

スロットルロックは、スロットルが誤って作動しないように
設計されています。スロットルは、ロックが押し込まれてい
る場合（チェンソーのリアハンドルをしっかりと握って保
持している場合）にのみ機能します。

3.チェンキャッチャー

チェンキャッチャーは、チェンが破断したり外れたりした
場合に、チェンを受け止めるように設計されています。

A. 

左手首でキックバックガー
ドを前方に押すと、チェン
ブレーキが作動します。

B.

キックバックが発生する
と、慣性力によりチェンブ
レーキが作動します。

C.

Husqvarna TrioBrake （トリ
オブレーキ）™ を装備して
いる場合は次のようにし
ます。右手首でリアハンド
ルのガードを持ち上げる
と、チェンブレーキが作動
します。 
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4.右手ガード

右手ガードは、チェンが破損したり外れたりした場合に、
ユーザーの手を保護するように設計されています。

5.簡単に操作できる停止制御スイッチ

危険な状況でエンジンをすばやく停止できるように、停
止制御スイッチは、チェンソーの簡単に操作できる場所
に配置されていなければなりません。
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